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武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
　
柔
道
・
剣
道

　

福
井
県
は
、
日
本
の
日
本
海
側
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
人
口
80
万
人
余
り
の
小
さ
な
県
で
す
。

平
成
20
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
が
実
施
し
て
い
る
学
力
・
体
力
の
全
国
調
査
で
は
、
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
成
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
福
井
県
の
そ
の
秘ひ

訣け
つ

を
探
り
た
い
と
、
他
県
か

ら
視
察
や
研
修
の
申
し
出
が
大
変
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
体
力
日
本
一
に
つ
い
て
は
、
昭

和
38
年
度
か
ら
全
県
を
挙
げ
て
、
小
学
校
４
年
生
〜
高
校
３
年
生
ま
で
す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
を

対
象
に
、
県
独
自
の
体
力
テ
ス
ト
を
、
悉し
っ

皆か
い

調
査
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
や
、
先
人
の
先
生
方
が

確
立
さ
れ
て
き
た
学
校
体
育
の
指
導
を
現
場
の
先
生
方
が
工
夫
改
善
し
な
が
ら
、
真し
ん

摯し

に
取
り
組

ん
で
い
る
賜
物
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
の
中
学
校
の
新
教
育
課
程
完
全
実
施
の
「
武
道
の
必
修
化
」
に
向
け
、
平
成

21
年
度
か
ら
今
年
度
ま
で
の
３
年
間
、
㈶
日
本
武
道
館
の
ご
支
援
の
も
と
、「
学
校
体
育
兼
地
域

社
会
武
道
指
導
者
研
修
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
度
、
こ
の
活
動
等
に
関
し
て
、
福
井
県
教

育
庁
ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
と
し
て
、
報
告
を
行
う
も
の
で
す
。

福
井
県
に
お
け
る

中
学
校
武
道
必
修
化
に
向
け
た
取
組

福
井
県
教
育
庁
ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
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は
、「
わ
が
国
固
有
の
文
化
を
理
解
す

る
。
基
本
動
作
や
基
本
と
な
る
技
を
身

に
つ
け
る
。
武
道
の
伝
統
的
な
考
え
方

を
理
解
し
、
相
手
を
尊
重
す
る
。
健
康

や
安
全
に
気
を
配
る
」
な
ど
が
あ
る
。

　
県
ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
と
し
て
、
中
学

校
武
道
必
修
化
に
向
け
て
、
次
の
2
点

を
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
た
。

　
一
つ
目
は
、
男
子
、
女
子
の
教
員
の

区
別
な
く
、
す
べ
て
の
教
員
が
、
中
学

校
1
・
2
年
生
で
習
得
さ
せ
る
べ
き
基

本
的
な
内
容
を
理
解
し
指
導
で
き
る
こ

と
。

　
必
修
化
さ
れ
る
の
は
武
道
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
ダ
ン
ス
な
ど
他
の
領
域

も
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
の
武

道
指
導
は
男
子
教
員
、
ダ
ン
ス
指
導
は

女
子
教
員
と
い
う
考
え
方
を
一
掃
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
。

　
二
つ
目
は
、
安
全
・
安
心
な
指
導
の

充
実
と
実
践
。

　
必
修
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
指

導
に
際
し
て
今
ま
で
以
上
に
、
細
心
の

安
全
面
へ
の
配
慮
が
必
要
と
な
る
で
あ

ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
特
に
、
柔

道
で
は
、
学
校
部
活
動
や
民
間
の
道
場

1

は
じ
め
に

2

福
井
県
教
育
庁
ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
の

考
え
方

　
福
井
県
教
育
庁
ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
で

は
、
学
校
体
育
に
お
け
る
武
道
指
導
の

充
実
を
図
る
た
め
に
、
昭
和
57
年
度
よ

り
実
技
指
導
力
の
向
上
を
図
る
養
成
講

習
会
を
、
昭
和
59
年
度
か
ら
は
、
級
や

段
位
の
認
定
を
図
る
認
定
講
習
会
を
、

柔
道
と
剣
道
で
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
当
初
は
柔
道
・
剣
道
と
も
毎
年
実

施
し
て
い
た
が
、
近
年
で
は
柔
道
又
は

剣
道
を
隔
年
で
実
施
し
て
い
る
。
30
年

余
り
の
実
績
に
お
い
て
、
県
下
の
男
子

体
育
教
員
の
多
く
は
本
講
習
会
の
受
講

を
経
て
、
段
位
を
取
得
し
て
い
る
。
ま

た
、
平
成
6
年
度
以
降
は
、
女
子
教
員

に
も
積
極
的
に
受
講
を
呼
び
か
け
、
近

年
で
は
女
子
教
員
の
段
位
取
得
者
も
増

加
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
養
成
・
認
定
講
習
会
は
、

あ
く
ま
で
も
教
員
個
人
の
指
導
力
向
上

が
目
的
で
あ
り
、
初
心
者
の
指
導
法
な

ど
必
修
化
に
向
け
た
新
た
な
研
修
会
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て

い
た
。
そ
の
よ
う
な
時
期
に
、
㈶
日
本

武
道
館
の
普
及
目
的
事
業
「
地
域
社
会

武
道
指
導
者
研
修
会
」
に
学
校
体
育
指

導
者
も
参
加
し
て
、
平
成
21
年
度
か
ら

平
成
23
年
度
の
3
年
間
を
目
途
に
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

全県下の中学校・高等学校保健体育科教員に「地域社会
武道指導者研修会」に参加することを呼びかけている

で
の
指
導
中
の
死
亡
事
故
や
重
度
の
後

遺
症
を
伴
う
事
故
な
ど
の
例
が
マ
ス
コ

ミ
等
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
武
道

必
修
化
の
是
非
の
論
調
さ
え
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
県
ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
で

は
、
本
研
修
会
を
最
良
の
機
会
と
し
て

捉
え
、
全
県
下
の
中
学
校
・
高
等
学
校

の
保
健
体
育
科
の
教
員
に
、
3
年
間
で

一
度
は
本
研
修
会
に
参
加
す
る
こ
と
を

義
務
（
不
参
加
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は
設

け
な
い
）
と
し
て
案
内
を
作
成
し
、
積

極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

　
中
学
校
保
健
体
育
科
の
目
標
の
一
部

に
、「
運
動
や
健
康
・
安
全
に
つ
い
て

の
理
解
と
運
動
の
合
理
的
な
実
践
を
通

し
て
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
運
動
に
親
し

む
資
質
や
能
力
を
育
て
る
」
と
あ
る
。

　
ま
た
、
武
道
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
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指 導 ・ 研 修 内 容 
剣 道（剣道大道場） 柔 道（柔道大道場）

期日 時刻

9：00 受付開始
開会式（会議室２）

昼食・休憩

昼食・休憩

閉講式
後始末・解散 後始末・解散

休憩

質疑応答 質疑応答

講 義（会議室２） 福井県教育庁スポーツ保健課「指導要領改訂について」

実技指導① 授業はじめの指導
○剣道の歴史・特性について

実技指導②「礼法・基本動作」

実技指導③
「剣道具のない場合の授業例」

○礼法（立礼・座礼・正座等）
○基本動作
○基本となる技

実技指導②
○体ほぐしの運動
○投げ技の基本動作 （姿勢、組み方、進退動作、崩し、体さばき）

○剣道授業で使える体ほぐしの運動例
○武道的素養を培う動きづくり

実技指導① 授業はじめの指導
○授業の進め方
○基礎知識（目的、柔道衣、礼法と所作）
○受け身の指導法

受付開始
研究協議（会議室１）
「武道授業での課題について」

実技指導④ 「剣道具のある場合の授業例」
・剣道具の着装と段階的指導
・剣道の技のしくみと流れ
○基本動作（気、剣、体、残心、間合）
○基本となる技（しかけ技、応じ技）

研究協議（会議室２）「武道授業での課題について」

実技指導④
○基本となる投げ技と導入方法Ⅱ
（大外刈り、大内刈り、大腰）
　＊かかり練習及び約束練習
○投げ技・固め技の展開

実技指導⑤ 「簡易試合の仕方」
○ごく簡単な試合
○自由稽古（20秒）
○評価（自己評価・相互評価・教師の指導者）
まとめ・質疑応答

実技指導⑤
○技の連絡変化の指導
○簡易試合の仕方

まとめ・質疑応答

9：30

10：00

11：00

12：00

13：00

○基本となる投げ技と導入方法Ⅰ（出足払い、膝車、体落とし） 
＊かかり練習及び約束練習 

14：30

14：45

16：30

実技指導③
○固め技の基本動作（基本姿勢、伏臥前進、えび、脚回し） 

○全剣連制定「木刀による剣道基本技稽古法」
　（基本１～９）

○木刀使用による剣道授業
　（剣道教材としての活用例） 

○基本的な抑え技の指導 

 ○教具や錬習隊形の工夫について     
 ○判定試合の行い方や学習評価等の例 

9：00
9：30

10：30

12：00
13：00

15：00
15：30
16：00

６
月
30
日（
木
）

７
月
１
日（
金
）

表１　平成 23年度　日程

武道指導者研修会には3年間で柔道106名、剣道64名の教員が参加した
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表
1
は
、今
年
度
の
日
程
表
で
あ
る
。

開
会
式
の
後
、「
指
導
要
領
改
訂
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
、
担
当
指
導
主
事
か

ら
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
、
柔
道
、
剣

道
に
分
か
れ
、
実
技
指
導
や
研
究
協
議

を
行
っ
た
。

　
初
め
て
の
開
催
と
な
っ
た
平
成
21
年

度
は
８
月
11
日
・
12
日
の
2
日
間
で
柔

道
19
名
、剣
道
27
名
の
参
加
で
あ
っ
た
。

平
成
22
年
度
は
8
月
10
日
・
11
日
で
柔

道
が
17
名
、
剣
道
が
8
名
で
あ
っ
た
。

2
年
間
の
合
計
で
、
柔
道
36
名
、
剣
道

35
名
、
計
71
名
と
参
加
率
は
、
福
井
県

の
中
・
高
校
の
保
健
体
育
教
員
の
約
13

％
程
度
で
あ
っ
た
。

　
8
月
の
開
催
は
、
夏
季
休
業
期
間
中

で
、
教
員
が
研
修
に
参
加
し
や
す
い
と

考
え
2
年
間
実
施
し
た
が
、
夏
季
休
業

期
間
中
に
は
様
々
な
行
事
が
あ
り
、
教

員
は
多
忙
極
ま
り
な
い
と
の
意
見
を
受

け
、3
年
目
は
開
催
日
時
を
６
月
30
日
・

7
月
1
日
に
変
更
し
て
実
施
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
開
催
時
期
を
各
学
校
の
テ
ス
ト
期
間

中
に
し
た
こ
と
と
、
3
年
目
の
最
後
の

年
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
者
は
柔
道
70

名
、剣
道
は
29
名
と
大
幅
に
増
加
し
た
。

3
年
間
の
参
加
率
は
、
約
30
％
強
と
な

っ
た
。

　
表
2
は
、
講
義
「
指
導
要
領
改
訂
に

つ
い
て
」
で
配
布
し
た
講
義
資
料
の
一

部
で
あ
る
。
中
学
校
指
導
要
領
の
武
道

の
記
述
と
高
等
学
校
指
導
要
領
の
武
道

の
記
述
を
一
覧
表
に
ま
と
め
、
6
年
間

の
ま
と
ま
り
の
中
で
、
技
能
、
態
度
、

知
識
・
思
考
・
判
断
、
内
容
の
取
扱
い

の
記
述
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
中
学
・
高
校
の
つ
な
が
り
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
校
種
が
担
う
べ
き
役
割
が

分
か
り
や
す
い
と
の
評
価
を
得
た
。

　
実
技
に
関
し
て
は
、
今
ま
で
の
武
道

実
技
研
修
会
で
の
、
猛
特
訓
の
イ
メ
ー

ジ
で
参
加
し
た
先
生
方
は
、
受
講
前
は

緊
張
し
て
い
た
が
、
指
導
内
容
が
初
心

者
の
中
学
1
年
生
を
指
導
す
る
こ
と
を

意
識
し
た
内
容
や
、
今
ま
で
の
常
識
が

覆
る
よ
う
な
安
全
な
段
階
的
受
け
身
の

方
法
な
ど
を
習
う
こ
と
に
よ
り
、
後
に

記
載
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
、
概
ね

「
参
加
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
」「
学
校

に
帰
っ
て
す
ぐ
に
実
践
し
て
み
た
い
」

「
指
導
に
不
安
が
あ
っ
た
が
、
自
信
が

3

平
成
21
年
度
〜
平
成
23
年
度
の
取
組

わ
い
て
き
た
」
な
ど
と
肯
定
的
な
意
見

が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　
中
央
講
師
の
先
生
方
も
、
学
校
で
の

指
導
経
験
が
あ
る
先
生
方
ば
か
り
だ
っ

た
の
で
、
大
変
熱
心
に
核
心
を
つ
い
た

指
導
が
行
わ
れ
、
受
講
生
か
ら
は
、
大

変
好
評
を
得
た
。

　
福
井
県
の
中
学
校
お
よ
び
高
校
で
実

施
さ
れ
て
い
る
柔
道
・
剣
道
の
割
合
は
、

中
学
校
で
3
対
2
、
高
校
で
は
3
対
1

の
割
合
で
柔
道
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
。
表
3
は
、
23
年
度
研
修
会
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
抜
粋
で
あ
る
。

約
67
％
の
中
学
校
が
武
道
必
修
化
に
向

け
て
積
極
的
な
取
組
を
し
て
い
る
と
回

答
し
て
い
る
。
ま
た
、
武
道
授
業
に
お

け
る
課
題
と
し
て
は
、
怪
我
の
予
防
、

環
境
整
備
で
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。

　
今
後
の
研
修
会
の
内
容
に
つ
い
て
質

問
し
た
項
目
で
は
、
指
導
の
具
体
例
や

実
際
の
指
導
例
な
ど
を
研
修
し
た
い
と

い
う
回
答
が
多
か
っ
た
。

　
最
後
に
、
県
ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
と
し

て
は
、
来
年
度
か
ら
の
武
道
必
修
化
の

本
格
実
施
に
向
け
て
、
本
研
修
会
を
継

続
発
展
さ
せ
、
安
全
で
楽
し
い
武
道
の

体
育
授
業
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
現
場

の
課
題
が
解
決
で
き
る
よ
う
な
研
修
会

を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。（

文
責
・
指
導
主
事
　
平
井
喜
浩
）

4

お
わ
り
に
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1

(1)(1) (1)

( ) ( ) 

(2)(2) (2)

( ) ( ) 

(3)(3) (3)

( ) ( ) 

(1)(1)

( ) ( ) 

表２　F武道の記述
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○勤務校での武道（柔道・剣道）授業の実施状況

○柔道と剣道の指導歴（体育授業における）

○積極的に取り組んでいる内容（できるだけ具体的に）

剣道

柔道

○本研修会で参考になったこと（できるだけ具体的に）

・防具の整備に努めている。
・１、２年において、女子の必修授業として実施している。
・礼儀、正しい所作の指導と徹底に取り組んでいる。
・防具の取扱いについて、簡単着装、簡易後始末について研究実践している。
・男女共習時の指導方法について、実践研究を行っている。

・近隣の中学校と協力して、女子用の柔道着の確保に努めている。
・完全実施に先行して、３学年において柔道の授業を実施している。
・１年生において、男女共習での柔道授業を実施している。
・要具、備品の整備に努めている。
・準備運動にマット運動を取り入れるなど、怪我防止に努めている。

・生徒が興味をもって楽しく活動できる内容ばかりですべて参考になりました。
・段階を丁寧で実践的、基本から学べた。
・授業に使えそうな知識や実技がいくつもあった。
・受け身のさまざまな方法、指導、今すぐ実践したい。
・竹刀を使わずに行う剣道授業。

○次回、本研修に参加するとしたらどのような研修内容を追加してほしいか。

・今日のような講義内容で、もっと動きの練習をしたい。
・学習場所（道場）に掲示する学習に参考となる効果的な資料の紹介。
・いろいな指導者の指導のあり方等、工夫の仕方を学びたい。
・実際に生徒への指導実践をおこなっているところを見て学びたい。
・50分の授業内容を生徒になって体験してみたい。

○武道授業における課題（複数回答可）

○武道必修化に向けて
　積極的な取組か
　（中学校勤務者のみ回答）

実施種目

剣道

柔道

両方

実施なし

指導者不足

環境整備

怪我の予防

保護者の理解

その他

剣道

柔道

合計

勤務校

高　校

中学校

高　校

中学校

中学校

高　校

その他

高校 中学

0年
実施種目

柔道

剣道

0

24

20

8

20

32

5

2

4

9

9

11

10

2

7

5

17

7

4

0

2

3

6

3

6

0

0

2

6

2

計 高校 中学

1年～3年

計 高校 中学

4年～9年

計 高校 中学

10年～14年

計 高校 中学

15年以上 はい いいえ
どちらとも
いえない

計

0

12

23

9

3

2

1

50

0

1

1

2

1

0

0

5

0

13

24

11

4

2

1

55

0

1

2

2

2

0

1

7

20代

0

8

13

5

2

0

1

29

30代

0

3

8

3

1

0

1

15

8

10

17

1

1

10

13

23

1

2

3

2

6

8

5

6

18

1

1

13

16

35

3

1

40代

0

1

1

1

0

1

0

4

50代

中学校 高校 合計性別 参加者年齢計

男

計

女

表３　23年度参加者の武道指導に係るアンケートの集計結果（抜粋）


